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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 396,845 15.4 12,122 144.0 12,399 113.0 5,691 501.7

2024年３月期第３四半期 343,862 7.2 4,967 △18.7 5,822 △11.4 945 △71.4
(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 7,005百万円( 60.0％) 2024年３月期第３四半期 4,379百万円( △33.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 62.58 －

2024年３月期第３四半期 10.01 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 501,033 256,645 49.6

2024年３月期 519,960 260,088 48.5
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 248,294百万円 2024年３月期 251,978百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 30.00 － 35.00 65.00

2025年３月期 － 35.00 －

2025年３月期(予想) 40.00 75.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 570,000 10.0 27,000 51.4 28,000 49.8 18,000 43.6 198.12
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は添付資料８ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご参照ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は添付資料８ページ「会計方針の変更」をご参照ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 94,325,329株 2024年３月期 94,325,329株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 4,078,995株 2024年３月期 2,224,417株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 90,952,712株 2024年３月期３Ｑ 94,473,681株

（注）当社は、監査等委員ではない取締役及び執行役員に対する業績連動型株式報酬制度「株式給付信託」を導入し
ており、当該信託口が保有する当社株式を自己株式に含めて記載しております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業
績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「1.経
営成績等の概況」をご参照ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期決算の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などにより、緩やかな

回復基調が続きました。一方、物価の上昇、米国新政権による今後の政策動向、ウクライナや中東

情勢の長期化による影響など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く事業環境については、デジタルトランスフォーメーション（DX）とAIの

普及によるクラウドサービスやデータセンタ需要の拡大、近年激甚化する自然災害等に対する防

災、減災、国土強靭化の推進や、広域的な道路、上下水道といった複数・多分野のインフラを群と

して捉えた地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）が進展しております。また、2050年カ

ーボンニュートラル社会の実現に向けた地域脱炭素の推進、地域特性や気候風土に応じた再生可能

エネルギーの利用や水素の活用、グリーントランスフォーメーション（GX）の実現が期待されてお

ります。

こうしたなか、当社グループは、新たに再定義したPurpose（存在意義）、Mission（社会的使

命）のもと、これまで以上に幅広い社会インフラ領域における様々な社会課題の解決に貢献し続け

る企業グループへ進化していくことを目指し、2030年に向けた事業ビジョンとして、『MIRAIT ONE

Group Vision 2030』及び2022年度を初年度とする５ヶ年の第５次中期経営計画を策定し、街づく

り・里づくり/企業ＤＸ・ＧＸ、グリーンエネルギー事業、ソフトウェア事業、グローバル事業を

今後注力すべき成長分野「みらいドメイン」として取り組んでおります。

2024年度は、４月に新設した「ビジネスリスク管理室」が、個別案件に関するリスクチェックの

徹底と新たな事業分野へのチャレンジにおける最適なリスクマネジメントによる不採算案件の再発

防止に向けて始動しました。国内外のデータセンタ需要の増加に対して、アジアでのケーブリング

事業、自主運営のサービス提供に加えて、今後は日本での事業拡充とフルバリュー型の施工に向け

てグループトータルで本格的に取り組んでまいります。また、西武建設㈱、国際航業㈱との三位一

体の取り組みにより「ゼロカーボンシティ事業」「公益インフラマネジメント事業」両分野での事

業シナジーの推進を加速させるとともに、引き続き人財成長戦略としての戦略的な人財育成と挑戦

を支える柔軟な人事制度の整備、およびミライト・ワン流のスマートワークライフスタイル改革を

推進しております。

加えて、既存事業のDX推進等による生産性の向上に取り組むとともに、地域マネジメント改革に

着手し、東北・中四国の地域会社３社と㈱ミライト・ワン各支店のキャリア事業のアセット共有・

集約による利益確保、ICT事業の集約・強化によるトップライン拡大に取り組んでおります。

なお、2025年１月１日付でNTT事業のアクセス系グループ会社５社を合併（新会社名：㈱ミライ

ト・ワン・ネクスト）し、生産性の向上と新たなビジネス領域の拡大を目指してまいります。

当第３四半期における連結業績につきましては、マルチキャリア事業ではCATV工事や5G整備工事

の減少が続くものの、NTT事業ではアクセス工事・モバイル工事等が増加に転じました。環境・社

会イノベーション事業では、EV・蓄電池工事、電気・空調工事、西武建設㈱の建築・リノベーショ

ン工事の増加に加えて、2023年12月に子会社化した国際航業㈱の企画・コンサルも売上高等の増加

に寄与しました。ICTソリューション事業では、LAN等工事の前年度大口案件の反動減や物販の減少

をDC・クラウド工事、グローバル事業、ソフトウェア事業の増加でカバーした結果、

受注高 4,620億７百万円（前年同四半期比11.7％増）

売上高 3,968億４千５百万円（前年同四半期比15.4％増）

営業利益 121億２千２百万円（前年同四半期比144.0％増）

経常利益 123億９千９百万円（前年同四半期比113.0％増）

親会社株主に帰属する四半期純利益 56億９千１百万円（前年同四半期比501.7％増）
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となりました。

なお、 B/S面から見た成長戦略と事業ポートフォリオの強化を進めるため、政策保有株式や遊休

不動産等の売却による特別利益を計上する一方で、グローバル関係会社の清算による特別損失を計

上しており、 「超・通建」に向けて事業構造の改革を着実に進めてまいります。

（２）当四半期決算の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、完成工事未収入金等の減少により、前連結会計年度末

と比べて189億２千６百万円減少し5,010億３千３百万円となりました。

負債は、工事未払金等の減少及び短期借入金の返済により、前連結会計年度末に比べて154億８千

３百万円減少し2,443億８千８百万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益56億９千１百万円の計上があったものの、配当金

の支払い64億３千３百万円や自己株式の取得37億８千５百万円があったこと等により、前連結会計

年度末に比べて34億４千３百万円減少し2,566億４千５百万円となりました。

この結果、自己資本比率は49.6％（前連結会計年度末は48.5％）となりました。

（３）今後の見通し

2025年３月期の連結業績予想につきましては、2024年５月13日に公表しました業績予想から変更

はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 50,036 57,426

受取手形・完成工事未収入金等 205,212 162,797

リース投資資産 5,416 5,811

未成工事支出金等 31,097 45,166

その他 13,126 11,770

貸倒引当金 △237 △275

流動資産合計 304,651 282,697

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 45,049 43,866

土地 36,114 36,702

建設仮勘定 1,620 2,414

その他（純額） 17,325 18,674

有形固定資産合計 100,110 101,659

無形固定資産

顧客関連資産 29,900 32,496

のれん 38,570 38,124

ソフトウエア 1,412 5,240

ソフトウエア仮勘定 5,612 1,157

その他 169 200

無形固定資産合計 75,666 77,219

投資その他の資産

投資有価証券 19,454 18,873

退職給付に係る資産 11,241 11,706

繰延税金資産 3,396 1,042

敷金及び保証金 2,655 3,259

その他 3,142 5,009

貸倒引当金 △357 △432

投資その他の資産合計 39,532 39,458

固定資産合計 215,309 218,336

資産合計 519,960 501,033
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 64,011 57,507

短期借入金 75,148 37,596

リース債務 3,539 3,898

未払法人税等 5,347 3,477

未成工事受入金 11,261 8,289

工事損失引当金 1,490 1,993

受注損失引当金 125 190

賞与引当金 10,920 5,453

役員賞与引当金 152 96

完成工事補償引当金 1,074 136

関係会社清算損失引当金 － 1,314

その他 19,600 17,077

流動負債合計 192,672 137,031

固定負債

社債 － 30,000

長期借入金 31,003 40,519

リース債務 7,402 8,899

繰延税金負債 7,593 5,797

再評価に係る繰延税金負債 28 28

役員退職慰労引当金 97 62

株式報酬引当金 437 501

退職給付に係る負債 18,686 18,985

資産除去債務 1,450 1,678

その他 500 885

固定負債合計 67,199 107,356

負債合計 259,872 244,388

純資産の部

株主資本

資本金 7,000 7,000

資本剰余金 45,775 45,803

利益剰余金 190,849 190,024

自己株式 △3,793 △7,528

株主資本合計 239,832 235,299

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,674 3,544

土地再評価差額金 △85 △85

為替換算調整勘定 4,256 5,131

退職給付に係る調整累計額 4,301 4,404

その他の包括利益累計額合計 12,146 12,994

非支配株主持分 8,109 8,350

純資産合計 260,088 256,645

負債純資産合計 519,960 501,033
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 343,862 396,845

売上原価 309,111 342,415

売上総利益 34,751 54,429

販売費及び一般管理費 29,783 42,307

営業利益 4,967 12,122

営業外収益

受取利息 238 229

受取配当金 375 414

為替差益 286 －

その他 510 689

営業外収益合計 1,410 1,333

営業外費用

支払利息 158 433

持分法による投資損失 157 102

為替差損 － 183

その他 240 336

営業外費用合計 556 1,055

経常利益 5,822 12,399

特別利益

固定資産売却益 148 627

投資有価証券売却益 155 878

補助金収入 107 －

その他 0 65

特別利益合計 412 1,570

特別損失

固定資産売却損 11 18

固定資産除却損 158 125

関係会社清算損 － 1,449

その他 266 145

特別損失合計 436 1,738

税金等調整前四半期純利益 5,797 12,231

法人税等 4,642 6,076

四半期純利益 1,155 6,155

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 945 5,691

非支配株主に帰属する四半期純利益 209 463
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(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,070 △129

為替換算調整勘定 1,896 890

退職給付に係る調整額 △178 111

持分法適用会社に対する持分相当額 436 △22

その他の包括利益合計 3,224 850

四半期包括利益 4,379 7,005

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,169 6,539

非支配株主に係る四半期包括利益 209 466
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。

以下「2022年改正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しておりま

す。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正

会計基準第20－３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」とい

う。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合

の連結財務諸表における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１

四半期連結会計期間の期首から適用しております。

なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用の算定については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効

税率を乗じて計算しております。

また、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合に

は、法定実効税率を用いた計算をしております。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント

ミライト・
ワン

ラントロ
ビジョン

ＴＴＫ ソルコム 四国通建 西武建設
ミライト・
ワン・シス
テムズ

国際航業

売上高

外部顧客への
売上高

200,377 19,221 24,953 22,311 13,756 47,005 16,236 －

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

871 － 299 148 60 1,232 2,767 －

計 201,248 19,221 25,252 22,460 13,817 48,237 19,003 －

セグメント利益 82 864 1,505 325 860 815 1,217 －

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
(注)２

売上高

外部顧客への
売上高

343,862 － 343,862

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

5,379 △5,379 －

計 349,242 △5,379 343,862

セグメント利益 5,671 △703 4,967

(注) １．セグメント利益の調整額△703百万円には、退職給付の調整額△360百万円等が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント

ミライト・
ワン

ラントロ
ビジョン

ＴＴＫ ソルコム 四国通建 西武建設
ミライト・
ワン・シス
テムズ

国際航業

売上高

外部顧客への
売上高

205,998 24,545 25,010 21,483 16,009 49,142 18,665 35,990

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

1,937 － 173 21 8 118 3,513 －

計 207,936 24,545 25,184 21,505 16,018 49,260 22,179 35,990

セグメント利益
又は損失（△）

6,913 898 1,192 86 1,354 △120 1,401 796

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
(注)２

売上高

外部顧客への
売上高

396,845 － 396,845

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

5,773 △5,773 －

計 402,619 △5,773 396,845

セグメント利益
又は損失（△）

12,520 △398 12,122

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△398百万円には、退職給付の調整額△343百万円等が含まれており

ます。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変更）

「ミライト・ワン」セグメントにおいて、第２四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期

間に、光陽ホールディングス株式会社の株式を段階的に取得し、連結範囲に含めたことにより、の

れんが1,331百万円発生しております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2024年２月27日開催の取締役会において決議した、会社法第165条第３項の規定により

読み替えて適用される同法第156条の規定に基づく自己株式の市場買付により、当社普通株式

514,600株を総額985百万円にて取得し、自己株式が同額増加しました。

また、2024年５月13日開催の取締役会において決議した、会社法第165条第３項の規定により読

み替えて適用される同法第156条の規定に基づく自己株式の市場買付により、当社普通株式

1,009,600株を総額1,999百万円にて取得し、自己株式が同額増加しました。

さらに、2024年11月13日開催の取締役会において決議した、会社法第165条第３項の規定により

読み替えて適用される同法第156条の規定に基づく自己株式の市場買付により、当社普通株式

362,600株を総額799百万円にて取得し、自己株式が同額増加しました。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において、自己株式が7,528百万円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりませ

ん。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を

含む。)、のれん償却額及び負ののれん償却額は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 5,950百万円 8,042百万円

のれんの償却額 1,087 1,867

負ののれん償却額 － △18

（重要な後発事象）

（自己株式の消却）

当社は、2025年２月14日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、次のとおり

自己株式を消却することを決議いたしました。

１.消却する株式の種類：当社普通株式

２.消却する株式の数 ：3,000,000株 (消却前発行済株式総数(自己株式を含む)に対する割合

3.2％)

３.消却予定日 ：2025年２月28日


